
順
位

進
捗
状
況

評
価

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・「まちだ防災カレッ
ジ」について、自主
防災組織などの限
られた市民のみで
はなく、市民一人ひ
とりに周知するた
め、デジタルツール
のさらなる活用及び
まちだ防災カレッジ
公式アンバサダー
による防災情報の
魅力的な発信に努
めていきます。

・より多くの市民、特
に未来の担い手と
なる若年層に対し
て、防災に興味・関
心を持ってもらい、
市民一人ひとりが
防災リーダーとなれ
るようにするため、
楽しく体験・学習で
きる防災イベントや
防災講座等を実施
していきます。

2

経
営
改
革
プ
ラ
ン

町田市地域防
災計画の修正

2022年度に公表された「首都直下地震等による東
京の被害想定」、2023年度に修正される東京都地
域防災計画の内容を反映するとともに、2022年度
に実施した震災対応図上訓練で抽出した課題の
解決とアイデアを盛り込み、町田市地域防災計画
の修正を実施します。

町田市地域防災計画の
修正

完了 ○

・防災会議で地域防災計画修正方
針の承認を得ました。

・防災対策推進本部会議に修正の
付議を行い意見を募りました。

・東京都の新しい被害想定の基礎
データを取得し、避難者推計の見
直しの作業を開始しました。

・修正原案の作成を完了しました。

庁内、関係機関への協
議、パブリックコメント等
を実施し、年度内に修正
を完了します。

・災害対策基本法等の改正や東京都地域防
災計画（震災編）の内容を反映させるととも
に、庁内、関係機関への協議、パブリックコメ
ントの実施等により、幅広い意見を反映させた
修正案を作成しました。

・東京都の新しい被害想定に基づき避難施設
ごとの避難者数の再推計を実施するとともに、
町田市地域防災計画の修正案にも記載しまし
た。

・防災会議にて地域防災計画の修正につい
て承認を得ました。

完了 C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・本修正に基づき、
事業継続計画等の
各種計画や各種物
資の数等の見直し
を進めていきます。

・修正について、広
く市民へ周知する
必要があります。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

まちだ防災カ
レッジ

・「まちだ防災カレッジ」をより多くの市民に広く知っ
てもらい、市民一人ひとりの防災意識の高揚を図る
ため、インスタグラム等のデジタルツールを新たに
活用し、周知に努めます。

・2022年度に開設したポータルサイトでは、「まな
ぶ」のコンテンツを充実させ、取組の幅を広げること
で、市民により分かりやすい形で防災に関する基
礎知識等を発信します。

・「とりくむ」では、「アウトドア」と「防災」を組み合わ
せた「アウトドア防災」を、在宅避難や地域における
屋外避難の新しい手法として、避難者数の多い地
区中心に周知します。

※市民の防災意識向上を目的とした「まちだ防災
カレッジ」は、防災教育事業である「まなぶ」と地域
の課題解決を目指す「とりくむ」の2つをテーマに事
業を実施します。

①インスタグラムによる情
報発信回数

②「とりくむ」実施地区数

計画
類型

・インスタグラムによる情報発信回
数は、目標値の半数を超え（25
回）、フォロワーを通じて、より多くの
市民に防災情報を発信することが
できました。

・ポータルサイトでは、避難施設関
係者連絡会及び避難施設開設訓
練の実施報告等を掲載し、避難施
設ごとの取組みの見える化を図りま
した。その結果、模範となる活動を
行っている避難施設の情報を確認
することができ、避難施設運営の底
上げに貢献することができました。

・「まなぶ」では、水道キャラバン（8
月22日開催、20名聴講）、 東日本
大震災の語り部（菊池のどか氏）に
よる講演会（8月29日開催、35名聴
講）、㈱明治と連携したパパママ防
災講座（8月31日開催、6名聴講）等
を開催することで、市民の防災意識
向上に努めることができました。

・「とりくむ」では、「玉川学園・南大
谷地区」では、9月9日から10日にか
けて（1泊2日）、町田第五小学校校
庭で屋外テントを活用した宿泊体
験を実施しました。参加者（30名）
には、アウトドアの経験を通じて、在
宅避難時の備えや生き抜くための
知識・技術を学んでもらうことができ
ました。

・インスタグラム及びまち
だ防災カレッジ公式アン
バサダー等による魅力的
な防災情報の発信を引
き続き行うことで、市民一
人ひとりの防災意識の高
揚を図ります。

・ポータルサイトでは、防
災に関する基礎知識等
のコンテンツを充実さ
せ、取組の幅を広げま
す。

・「まなぶ」では、全国自
主防災組織リーダー研
修会や防災市民組織
リーダー研修等の情報
を、市民に分かりやすい
形で発信します。

・「とりくむ」では、「町田
第二地区」において、屋
外テントを活用した宿泊
体験を実施することで、
屋外避難の新しい手法
の周知を図ります。

・インスタグラムによる情報発信回数は、年間
36回で目標を達成しました。また、まちだ防災
カレッジ公式アンバサダーのSNSによる情報
発信やイベント参加による広報活動等により、
特に未来の担い手となる若年層など、より幅
広い世代の市民に対して、これまで以上に防
災情報を効果的かつ親しみやすく発信するこ
とができました。

・講演会や各種講座の情報は、これまで市の
ホームページ等に掲載していましたが、外部
ポータルサイトに移行し運用することで、講演
会等の情報を市民により分かりやすい形で掲
載し発信することができました。また、避難施
設関係者連絡会等の実施報告等を掲載し、
避難施設ごとの取組みの見える化を図ること
で、模範となる活動を行っている避難施設の
情報を確認することができるなど、取組みの幅
を広げることができました。

・「とりくむ」では、町田第五小学校（「玉川学
園・南大谷地区」、9月9日.10日（1泊2日）実
施）及びひなた村（「町田第二地区」、3月10日
（日帰り実施）の2地区で、屋外テントを活用し
た宿泊体験や火起こし・炊事体験等を実施し
ました。その結果、参加者には楽しみながら災
害時に必要なスキルを身に付けてもらうことが
でき、在宅避難や地域における屋外避難の新
しい手法のひとつとして周知することができま
した。

①36回

②2地区

①36回

②2地区
○

部課名 防災安全部防災課

課の使命 市民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、市民の防災意識向上や町田市としての市の危機管理体制の強化に努めることです。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・消防団組織の体
制を検討していきま
す。

・引き続き若手団員
確保に向け、消防
団の魅力を向上さ
せ、SNS等を活用し
た情報発信を強化
していきます。

・都住宅供給公社と
の協定に基づく入
団促進策につい
て、若年層の入団
につながるよう、積
極的なPRを行って
いきます。

・消防団員及び担
当職員の更なる負
担軽減や事務の効
率化を図るため、更
にデジタル化を検
討していきます。

4 -
総合防災訓練
の開催方法の
見直し

一日にまとめて開催していた町田市総合防災訓練
について、演習や啓発イベントの開催日程を分散
して実施します。開催日を分け、一つ一つの内容
を見直しながら、より実践的な訓練を実施します。
また、台風・豪雨等による自然災害や、感染症の流
行等による影響を最小限に留めます。

新たな開催方法による総
合防災訓練の実施

実施 ○

・防災フェスタ2023を7月22日に開
催し、約3,000人の来場者に対して
防災意識の高揚を図ることができま
した。特に、アウトドア防災ガイド（あ
んどうりす氏）によるアウトドア防災
講演会及びチャイムによる防災漫
才等を通じて、親子世代などの若
年層の市民に対して、防災に興味
を持つきっかけを提供することがで
きました。また、当日は、まちだ防災
カレッジ公式アンバサダーの協力
を得て、協定機関の紹介を行うとと
もに、後日SNS等により防災フェスタ
2023の実施状況等を周知してもら
いました。

・アウトドア防災ガイド（あんどうりす
氏）によるアウトドア防災講演会及
び防災ワークショップを開催しまし
た（「玉川学園・南大谷地区（町田
第五小学校）」：9月9日開催、約100
名対象、「町田第二地区（町田第一
中学校）」：9月20日開催、約250名
対象）。その結果、将来の地域防災
力の担い手づくりに努めるなど、防
災教育の推進を図ることができまし
た。

・6月1日に運用を開始した防災シス
テムにおいて、習熟度向上訓練を
実施することで、デジタル技術を活
用した情報収集を行うなど、DX推
進に努めることができました。

・11月25日に実践的かつ
効果的な「救出救助訓
練」を実施することで、防
災関係機関の防災体制
の強化をより一層促進し
ます。

・各種訓練や啓発イベン
ト等を引き続き分散して
実施することで、内容を
充実させるとともに、市民
に対して継続した防災意
識の働きかけを行いま
す。

・本年度については、台風・豪雨等による自然
災害や、感染症の流行等による影響はありま
せんでしたが、演習や啓発イベントの開催日
程を予め分散して実施することで、一つ一つ
の内容をより充実させることができました。加え
て、救出救助訓練の実施による防災関係機
関の防災体制の強化や、防災フェスタでの多
数の来場者に対する防災意識の高揚を図るこ
とができました。さらに、総合防災訓練を通年
で実施することで、市民に対して継続した防
災意識の働きかけを行うとともに、社会情勢の
変化に合わせてイベント内容を変更するな
ど、柔軟に対応することができました。

・防災訓練とは意識せずに楽しみながら防災
を体験・学習できる「防災フェスタ」や「アウトド
ア×防災」のイベントを開催することで、特に
子育て世代を含めた若年層の市民に対して
防災に興味を持つきっかけを提供することが
できました。また、子育て世代と自主防災組織
の活動を担う役員が一同に集うことで、日頃は
接点が少ない地域住民が自然に交流できる
場にもなり、地域の防災力向上につなげること
ができました。

実施 B

B：実績
値は目
標値どお
りだった
が、通年
で実施
すること
で、社会
情勢の
変化に
合わせて
イベント
内容を変
更するな
ど、柔軟
に対応で
きるプラ
スの効果
があった
ためで
す。

・演習や啓発イベン
トについて、より多く
の市民に周知し、さ
らなる充実を図るた
め、デジタルツール
やあらゆる媒体を活
用し広報するととも
に、１年を通じて継
続的に実施してい
きます。

・「アウトドア×防
災」を市民一人ひと
りに周知し、避難の
選択肢のひとつとし
て、在宅避難という
考え方を浸透させ
るため、訓練内容
がマンネリ化せず
楽しみながら災害
時に必要なスキル
を身に付けてもらえ
る防災イベントや講
演会を継続して実
施し、地域防災力
の向上に努めてい
きます。

・消防団員数は498人（9月1日時
点）です。消防団入団者20人のうち
15人が10代から30代となりました。

・若手団員の確保に向け、消防団
の魅力を伝えるべく、訓練やイベン
トの情報をインスタグラムで8回発信
しました。

・東京都住宅供給公社と締結して
いる協定については、イベント等で
協定のリーフレットと消防団員募集
リーフレットを合わせて配布し、積
極的にPRを行いました。

・消防団員の負荷軽減を図るため
に、要望書等のハンコレス化を行
い、データをメールで提出できるよ
うにしました。

・消防団員数511人
（2023年度末）の確保に
向け、引き続き、募集活
動に取り組んでいきま
す。

・消防団の魅力や活動の
メリットなどを、若年層に
向け積極的にPRすること
でさらなる団員確保につ
なげるため、特に若手団
員を中心に協力を得な
がら、SNSや広報、HP等
を活用して引き続き情報
発信をしていきます。

・協定を利用して入団者
増加につなげられるよ
う、継続してイベント等で
PRしていきます。

・消防団員の事務作業
負担を軽減できるよう、
報告様式の改善に努め
ます。

・消防団員数495人

・若手団員が中心となり検討を行い、消防団
の魅力や活動内容をSNSを通じて24回発信し
ました。その取り組みの成果として、新規入団
数の30名中24名がSNSを参考にして入団して
いる結果となりました。

・都住宅供給公社との協定に基づく入団促進
策については、イベント等で協定のリーフレッ
ト配布に加えて、庁内に向けて全庁掲示板で
PRを行いました。

・要望書類の簡素化やハンコレス化を行い、
消防団の事務作業負担を軽減しました。

24回3

個
別
計
画

消防団員確保

・若手団員の確保に向け、消防団の魅力を向上さ
せるとともに、SNS等を活用した情報発信を強化し
ていきます。

・東京都住宅供給公社との協定に基づく入団促進
策が、若年層の入団につながるよう、積極的なPRを
行っていきます。

・消防団員及び担当職員の更なる負担軽減や事務
の効率化を図るため、より一層デジタル化を推進し
ます。

情報発信回数 24回 ○



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 防災安全部市民生活安全課

課の使命
町田市に関わる全ての人・団体・企業等とともに、防犯・交通安全の意識を高め、活動に携わり、周囲に大切さを伝える好循環を協力してつくりあげることで、
将来にわたって安全・安心な暮らしを実感できるつながりの輪を広げていきます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

・上半期の目標回数を上回る、26
回の協働パトロールを実施し、361
人の方に参加いただきました。
・警察や地域団体と連携して、事業
者団体との協働パトロールを行いま
した。
・下半期の実施に向け、親子や外
国の方、学生の関係団体の方に働
きかけを行いました。

・引き続き、定期的に協
働パトロールを実施しま
す。
・働きかけを行っている
各関係団体との協働パト
ロールを実施します。

・定期的な協働パトロールに加え、夜間の客
引き防止パトロールや環境美化パトロールを
実施することができたため、目標値を上回る58
回実施でき、852人の方に参加いただくことが
できました。

・関係団体に働きかけを行い、親子世代の
方、学生の方との協働パトロールを実施するこ
とができました。また、警察や地域団体とも連
携して地域の実情に応じたパトロールを実施
できました。また、外国の方とのパトロールに
ついては今年度中の実施には至りませんでし
たが、来年度の実施に向けて、引き続き関係
団体との調整を行っていきます。

①58回
②852人

①48回

②700人
○

3 -
業務ミーティン
グの実施

・課の使命や各計画の目標を設定するまでの経緯
等について課員全員の認識を合わせます。

・業務ミーティングの対象となる事業を選定し、業務
の最適化や効率化に加え、魅力的な事業にするた
めの視点をもって、課員全員で各事業の改善案を
つくります。

・改善案を実行後、その評価も課員全員で行い、
更なる改善につなげていきます。

業務ミーティングを実施
し、振り返りをした事業数

5事業 ○

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

夜間における街の
賑わいの回復等に
伴い、居酒屋等の
客引きが増加してき
ており、繁華街の景
観やイメージの毀
損などの悪影響を
及ぼしています。今
後は、パトロール経
路や実施時間帯を
見直すなど、客引き
行為等の対策を一
層強化していきま
す。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

交通安全ミー
ティングの実
施

・市民が交通安全に関する疑問等を気軽に聞くこと
ができるミーティ ングを実施し、そこで得た情報を
基に市が行う啓発活動に活用していきます。

・多くの方に参加いただけるよう、これまで参加して
いただいた方の声を参考にチラシ配布やホーム
ページ等を通して参加の呼びかけを行います。

①交通安全ミーティング
実施回数

②啓発人数

①6回

②5,000人
△

・新規事業への準備対応のため、8
月に予定していた交通安全ミーティ
ングを2月に延期したことにより、上
半期は1回の実施にとどまりました
が、ミーティングで得た情報を活用
し、2,440人の方に啓発活動を実施
しました。
・ミーティングの事前に、参加者に
VRゴーグルによる交通安全シミュ
レータを体験いただいたことで、交
通ルールや交通事故リスクを自分
の問題として認識した積極的な意
見交換ができました。

・市内の交通事故の傾向
を踏まえ、事故件数が多
い若年層や高齢者層を
対象とした、交通安全
ミーティングを実施し、そ
こで得た情報を啓発活
動に活用していきます。
・多くの方に交通安全
ミーティングへ参加いた
だけるよう、チラシ配布や
ホームページ等を通して
参加の呼びかけを行い
ます。

・市内の交通事故件数が多い若年層や高齢
者層を主な対象として、交通安全ミーティング
を6回実施し、また、ミーティングで得た情報を
活用し、6,310人の方に啓発活動を実施しまし
た。

・ホームページや広報まちだ12月1日号に交
通安全に関する特集記事を掲載し、交通安
全ミーティングの参加を呼びかけました。

①6回
②6,310人

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

市内における年間
の交通事故発生件
数は3年連続で増
加しています。引き
続き交通安全ミー
ティングを実施し、
市民に周知する必
要のある交通安全
情報を収集するとと
もに、得られた情報
を啓発活動に活用
し、効果的に情報
発信を行います。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

協働パトロー
ルの実施

・警察や地域団体などと定期的に実施している協
働パトロールに加え、親子や外国の方、学生など
幅広い方々を迎え入れて実施する協働パトロール
についても拡充していきます。

①協働パトロール回数

②協働パトロール参加人
数

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

業務ミーティングを
実施する中で、事
業実施に関する業
務効率化等の意識
が課内に定着しま
した。引き続き、他
の事業についても
業務ミーティングを
通じて検討を行い、
業務最適化・効率
化等を図ります。

・課の使命や各計画の目標を設定
するまでの経緯等について課員全
員で認識を合わせたうえで、課で
実施している啓発活動について話
し合い、活動の方向性を決定しまし
た。
・4事業について業務ミーティングを
実施し、業務最適化・効率化に加
え、魅力的な事業にするための改
善案を課員全員で検討しました。

・業務ミーティングの対象
となる事業をさらに１事業
選定し、改善案を課員全
員で検討します。
・検討した改善案の実行
状況を課員全員で評価
し、更なる改善を図って
いきます。

・5事業について業務ミーティングを実施し、
業務手順の最適化やスケジュールの効率化
に加え、事業そのものの魅力向上に繋がる改
善案を課員全員で検討しました。
・検討した改善案の実行状況について、課員
全員で振り返り、取り組む中で見えてきた修正
点について検討し、更なる改善を図ることがで
きました。

5事業


